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　１月２７日（金）から２月４日（土）の９日間、
中学生海外派遣研修として、町内の中学生 12人がマ
ラソンなどでも交流をしているアメリカ・ユタ州・
セントジョージ市を訪れました。
　ここで、参加した皆さんの感想を紹介します。

揖斐川中学校　野原佳希
　僕が、このアメリカ研修に立候補したのは、生の英語を使っ
てコミュニケーションがしたかったからです。初めてホストフ
ァミリーの方と対面したときは心配でしたが、会話をしている
うちに心配も消え、自分から質問することもできました。この
経験は、もう二度と味
わうことのできないも
のです。多くの立候補
者の中から選ばれ行か
せてもらえたことにと
ても感謝しています。
この経験を将来、何か
に役立てていきたいと
思います。

この研修を通じて…　揖斐川中学校　宮内貴士　　
　僕がこの研修に参加しようとしたのは、自分の限界に挑戦し
てみたいと思ったからです。苦手なものに挑戦し自分を高めて
いくこと、これを自分自身の課題にして研修にのぞみました。
　アメリカでは僕の想像を超える世界が広がっていました。今
までの暮らしから離れ僕は
不安でいっぱいでした。ホ
ストファミリーの皆さんは
僕を温かく迎えてくださり
不安など吹き飛んでしまい
ました。そして、文化の交
流などをして絆を深めるこ
とができました。すばらし
い体験をさせていただきあ
りがとうございました。

揖斐川中学校　牧村芳希
　ホームステイでは、英語だけの会話で意外とお互いに伝え合
うことができ、とても充実した日々を過ごしました。また、ア
メリカと日本は、「文化」「習慣」「環境」が全く違うことを感じ、
それぞれの国の良さを認めることができました。この研修で学
んだことを今後の生
活に生かしていきた
いと思います。
　このような貴重な
体験をさせてくださ
った皆さんに感謝し
ています。ありがと
うございました。

揖斐川中学校　白川　葵　
　この研修で私はたくさんのことを学びました。現地では、今
まで英語の授業で学んだことを生かして自分から積極的にコミ
ュニケーションをとったり、日本との文化や習慣の違いにふれ
ることができました。
　また親元を離れて生活す
ることで自分なりに成長す
ることもできました。町の
方々、家族、そしてこの研
修に関わってくれた皆さま
へ感謝し、今後の英語の授
業や生活のいろいろな場面
で生かしていきたいと思い
ます。

アメリカで生活して　　揖斐川中学校　吉野哲史　
　僕はアメリカの人たちと英会話を通じて文化交流をしたいと
思い、この研修に参加しました。ホームステイや学校との交流
を通じて、アメリカと日本の文化がまったく異なっていること
を感じました。朝に風呂に入る習慣があったり、教会で聖歌を
歌ったり、その宗教の
歴史を学んだりと日本
では見られないことを
自分の目で見つめるこ
とができました。こん
な貴重な体験ができた
のも町、役場、教育委
員会の方々、町長さん
のおかげです。ありが
とうございました。

積極性と判断力　　揖斐川中学校　内藤千絵　
　この研修では積極性と判断力がとても必要だと感じました。
　家などでは自分ひとりで、誰にも頼れませんでした。だから
自ら進んで話しかけたり、相手の言っている事や行動を判断し
たりして生活しました。セントジョージの方はとても明るく、や
さしい方ばかりでした。学校の廊下で会っても声をかけてくれ
ました。
　今回学んだ事を、今後
どの場面でどのように生
かしていけるかしっかり
考えたいです。
　そして、町の代表とし
て行かさせていただいた
事、支えてくれた人たち
に感謝したいと思います。

アメリカで学んだ事　揖斐川中学校　水谷小百合　
　私はアメリカ研修でたくさんの事を学びました。例えば文化の
違いで、学校は自由な校風で自分で決めたりする事が多いと感じ
ました。次に英語で何回も聴く事や単語とジェスチャーを使う事、
ホストファミリーやたくさんの人が分かりやすく話してくれたの
で積極的にコミュニケーシ
ョンができました。
　また１人でホームステイ
する事により自分は何をす
るのか考える判断力がつき
ました。
　今回学んだ事を多くの人
に伝え、また英語力や判断
力をさらに高めていきたい
です。


